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「友情｣がつながる
囲まれた中庭

場の歴史を受継ぎ、
既存樹を新たなサインへ
「想い出｣をつなぐ

D棟増築部により「学び｣を
つなげる「わ｣を形成
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既存のA・B・C・D・体育館棟を回遊的
につなぐD｠棟増築部が本計画の核です。D
棟既存部 (旧技術室 )｠と増築部はともに学び
の拠点となる「メディアセンター｣ として整
備し、自発的な学びを促す空間としました。
囲われた中庭は回遊性のある増築部と一体的
な空間となり生徒同士がつながりを育む場と
なります ( 中庭は第 2期工事 )｠。

既存のA 棟普通教室棟では、改修により
露出するダクトを活かし、天井あらわしの
空間としました。設備ラックを意匠として
デザインすることで、露出したダクトによ
る高さ方向の圧迫感を感じさせない設えと
しています。教室と廊下の間仕切りにはガ
ラスパーティションを採用し、明るく・水
平的な空間の広がりも感じることができる
設えとしています。

本工事は、中学校のフルリノベーション改修
として、今後 30年以上の使用を目的とした
長寿命化改修です。約 3年に渡るステップ
工事を実施しており、全体を大きく３つの工
期に分けたうちの第１期工事が完了しました。
仮設校舎を建設し、順次引越しを行いながら
居ながら工事を実施しています。
長寿命化改修として、ペアガラス化を含む断
熱改修・防水改修など建築的な面だけでな
く、ほぼすべての設備を更新するスケルトン
改修を実施しています。さらに、バリアフリー
化を実現する増築も行い、増築・既存が効
果的に組み合わさることで、多様な学習形態
への対応を実現しています。

■葛飾中学校リノベーション工事監理業務委託（埼玉県春日部市）
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建築面積
敷地面積

5,810.70㎡：

構造 ･規模：Ｓ造、ＲＣ造／地上 4階

天井高さ ： 3.59m ( 1 階 )
  2.60m ( 2 階～ PH階 )

  3.60m ( 2階～4階)
  3.55m ( PH 階 )

延床面積 ：11,436.06㎡ 

最高高さ ：15.69m

主なスパン：８ｍ ×8.5 ｍ

建ぺい率 ：17.68％

軒高 ：15.01m 

設計期間 ：2023.04.28 ～ 2024.03.22

容積率 ：34.55％

階高 ： 4.93m (１階 )

工事期間 ：2024.10.02 ～ 2028.03.14( 予定 )

：32,848.63㎡

建築・電気・機械が整理された
空間構成

工事後 30年以上の使用を想定した
長寿命化改修工事

「学び 友情 想い出｣ の心がつながる
ちえの「わ｣
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自発的な学びを感化

多目的なラウンジ空間

縁側のような回遊廊下
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：特別支援学級
：中庭
：ラーニングスペース
：メディアセンター
：テラス
：交流ラウンジ
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：特別支援学級
：屋外渡り廊下
：技術室
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：普通教室棟
：特別教室棟
：普通教室棟
：メディアセンター
：体育館棟
：プール棟
：中庭

A棟廊下 ( 改修前 )

北西側外観 (改修後 )

A棟廊下 ( 改修後 )

D棟 (メディアセンター) (改修後 )
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D棟 ( 技術室 ) ( 改修前 )

D棟（改修後）D棟（改修前）

配置図 20(m)1050

20(m)1050

D 棟 (メディアセンター ) ( 改修後 )
撮影：GlassEye 海老原一巳


